
（別紙２） 

平成３０年度上期「米子市立山陰歴史館」モニタリング評価表 〔平成３０年１２月〕 

 

施設名 米子市立山陰歴史館 

施設所管課 米子市経済部文化観光局文化振興課 

指定管理者名 団体名 一般財団法人 米子市文化財団 

所在地 米子市末広町２９３番地 

指定期間  平成２３年４月１日 ～ 平成３３年３月３１日 

選定方法  公 募 ・ 非公募 

施設の設置目的 郷土の歴史に関する市民の知識及び教養の向上に資するため。 

主な実施事業 郷土の歴史、民俗及び考古資料を主として収蔵展示する博物館類似施設であり、常設展

示のほか様々な企画展を実施。 

 

評価項目 評価基準 評価 特記事項 

Ⅰ 履行の確認 （６０点） 

 １ 施設全般の管理運営に関する業務  

(1)管理体制 施設の管理体制が明確になっており、基準に基づいた適切

な人員配置がなされているか 

安全対策、危機管理体制などが十分に講じられているか 

Ｂ 協定書に定められた人員配置が

なされ、緊急時の連絡体制・マニ

ュアル等が整えられている。 

［資料等確認］ 

(2)職員研修 職員の業務に必要な資質・能力の向上を図るための研修・

教育が適切に行われたか 

Ｂ 財団主催の研修のほか、米子市な

どの外部で実施されている研修

にも参加し、職員に必要な資質・

能力の向上を図っている。 

［資料等確認］ 

(3)利用促進業務 利用者拡大のための利用促進業務が適切に行われたか 

 

Ｂ チラシの配布やポスターの掲示

をはじめ、広報よなご、ホームペ

ージへの情報掲載、報道機関への

情報提供などにより、利用者拡大

のために努めている。 

［資料等確認、立入調査］ 

２ 利用者に関する業務 

(1)利用状況 利用者数・稼働率等は適切な水準であるか  ※１ 

 

Ｂ 利用者数は前年度より下回って

いる。［資料等確認］ 

(2)利用者の要望把

握等 

利用者の要望の把握及びその実現策は適切に行われてい

るか 

Ｂ 日常業務の窓口で受けた利用者

からの要望を迅速に担当者へ報



告するとともに、企画展や講演会

でのアンケート実施による利用

者の要望の把握を行い、その実現

に向けて努力している。 

［資料等確認・立入調査］ 

３ 保守点検及び清掃等の業務 

(1)保守点検業務 基準に基づき、保守点検が適切に行われたか 

第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か 

Ｂ 協定書に基づいて、電気・水道・

消防設備等の点検を適切に行っ

ている。第三者に行わせる業務は

必要最小限である。［資料等確認］ 

(2)清掃・維持業務 基準に基づき、清掃業務・維持管理が適切に行われたか 

第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か 

Ｂ 協定書に基づき、定期清掃を行な

うなど施設内の清掃や植栽の管

理等を適切に実施している。第三

者による業務は最小限のもので

ある。［資料等確認、立入調査］ 

 (3)保安・警備業務 基準に基づき、保安・警備業務が適切に行われたか 

第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か 

Ｂ 協定書の基準に基づいて、保安・

警備業務が適切に実施されてい

る。第三者の行わせる業務は必要

最小限である。［資料等確認］ 

(4)修繕業務 基準に基づき、修繕業務が適切に行われたか 

第三者に行わせる業務は必要最小限の範囲か 

Ｂ 協定書の基準に基づいて、屋根の

一部、濾水調査、換気扇の修繕が

実施されている。第三者に行わせ

る業務は必要最小限である。 

［資料等確認］ 

４ 自主事業の実

施に関する業務 

事業計画書に沿った自主事業が適切に行われたか Ａ 事業計画書の内容に沿った自主

事業が実施されている。昨年と同

様に、資料を借用するなど他の公

的施設と連携を図る事業の展開

が出来ている。 

［資料等確認、立入調査］ 

５ 情報公開・個人

情報に係る措置 

情報公開・個人情報保護に係る措置は適切に行われたか Ｂ 歴史館内の資・史料については、

歴史館条例に沿った書式で対応

した。［資料等確認］ 

６ 管理目標 施設の現状を正しく認識し、今後の在り方についての提案

は具体化されているか 

Ｂ 施設の在り方を正しく認識して

おり、事業計画書に具体的な提案

がなされている。［資料等確認］ 



Ⅱ サービスの質の評価 （２５点） 

 １ 利用者満足度 利用者へのサービスの質を維持・向上させるための提案は

具体化されているか 

利用者アンケート等を実施し、その結果は妥当であるか 

Ｂ アンケートの実施や窓口対応等

を通じて、来館者からの要望・意

見の把握を日々行い、事業計画書

には利用者への具体的なサービ

ス向上策が提案されている。 

［資料等確認］ 

２ 維持管理業務 日常清掃業務や衛生管理、備品などの設備の維持管理は適

正に行われ、良好な状態で施設の利用が行われているか 

Ｂ 協定書に基づいて、職員が日常的

な清掃・点検等の業務を行い、細

かくチェックすることで良好な

状態が保たれている。 

［資料等確認、立入調査］ 

３ 運営業務 事業運営について、サービス水準の向上のための創意工夫

が見られるか 

利用許可などの利用者への接客・対応は適切であるか 

Ａ 事業実施計画書により利用者へ

の具体的なサービス向上策が提

案され、利用者への接客・対応は

適切である。企画展「大山周辺の

石造物～石塔・石仏～」において、

パネル展示ではあるが、当時の様

子が分かるように工夫を凝らし

た展示にするなど、利用者サービ

ス向上の工夫のひとつと考える。 

［資料等確認、立入調査］ 

４ 自主事業 実施された事業内容は、施設の設置目的に沿い、サービス

水準の向上に寄与する質の高いものであるか 

Ａ 市民に親しみながら歴史的価値

を知ってもらえるような内容で

あった。企画展「大山周辺の石造

物～石塔・石仏～」では、大山周

辺の石造物の様子を写真や拓本

など展示し、その歴史を辿りまし

た。［資料等確認、立入調査］ 

５ 施設の効用 施設の効用を最大限に発揮し、設置目的の達成に資するこ

とができる管理運営内容であったか 

Ｂ 「郷土の歴史に関する市民の知

識及び教養の向上に資する」とい

う施設の設置目的に沿って、市民

の知ることの少なかった地元の

歴史に関する情報発信や、市民が

よく知っている地元の歴史の受

け入れ体制づくりを模索しなが



 

【総評（所管課評価）】 

協定書及び事業計画書の基準を遵守し、その水準に沿う管理運営を行っており、利用促進業

務、自主事業の実施に関する業務、運営業務、自主事業については、優れた水準であった。     

中でも、市民の親しみやすさを意識したテーマ選択がなされた点や、利用者の希望に応じた

柔軟な対応が取られた点は、施設の利用促進とサービスの向上に資するものであったと高く評

価できる。今後も更なる工夫がなされ、一層の利用者数の増加が図られることに期待したい。 

合計点 

（ 63 ）点/（ 95 ）点 

×100＝（ 66.3 ） 

平均点 

（ 3.32 ）点 

※施設の性格や設置目的により、評価項目は追加、変更できる。 

※評価区分 Ａ（優 良）＝協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた管理内容である。（５点） 

      Ｂ（良 好）＝協定書等の基準を遵守し、その水準に概ね沿った管理内容である。（３点） 

      Ｃ（課題含）＝協定書等の基準を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。（１点） 

      Ｄ（要改善）＝協定書等の基準を遵守しておらず、改善の必要な管理内容である。（０点） 

※特記事項欄は、評価を行った確認方法（例：立入調査、台帳確認、資料等確認）と当該評価を行った理由を記載する。 

※総評欄は、事業計画書等との整合性を検証し、評価、業務の改善方策等を記入する。 

【補足資料】 

※１ 利用状況 

項  目 本年度〔平成３０年４ 

～平成３０年９月〕Ａ 

本年度〔平成２９年４ 

～平成２９年９月〕Ｂ 

対比 

Ａ－Ｂ、Ａ/Ｂ 

対比が±20％を超える

場合は増減理由を記載 

開館日数 156 156     0、 100（％）  

施設利用者数 5,466 7,018 △1,552、  77.88（％） 利用者の減少（平成 30 年度は、

夏場の酷暑の際も有料の企画展

を開催した。29 年度は無料とし

た。） 

施設稼働率 100％ 100％     0、 100 （％）  

事業開催数 127 

（企画展展示日数） 

93 

（企画展展示日数） 

     34、 136.56（％） 企画展の開催日数が多かったた

め 

 

 

 

ら管理運営にあたっている。 

［資料等確認、立入調査］ 

Ⅲ サービスの安定性の評価 （１５点） 

 １ 事業収支 指定管理業務の事業収支は妥当であるか  ※２ Ｂ 妥当である。  ［資料等確認］ 

２ 経営状況 指定管理業務の経営状況分析指標の結果は妥当であるか※３ Ｂ 妥当である。  ［資料等確認］ 

３ 団体等の経営

状況（年度ごと） 

団体の経営状況分析指標の結果は妥当であるか※４   



※２ 事業収支 

（１）収 入 

項  目 本年度〔平成３０年４ 

～平成３０年９月〕Ａ 

本年度〔平成２９年４ 

～平成２９年９月〕Ｂ 

対比 

Ａ－Ｂ、Ａ/Ｂ 

対比が±20％を超える

場合は増減理由を記載 

指定管理料 10,098,000 8,949,000 1,149,000、112.83(％)  

利用料収入 88,900 86,750 2,150、102.48(％)  

冊子による収入 33,500 34,200 △700、 97.95（％）  

図書等販売収入 99,070 87,940 11,130、112.66(％)  

図書等売捌手数料 6,250 12,760 △6,510、48.98(％) 委託販売の図書の売上が減 

資料利用料 0 4,120 △4,120、  －（％）  

雑収入 1,560 12,460 △10,900、12.52（％） 29 年度の上半期は大量の資料コ

ピー代収入があったため（大学

教授からの問合せによるもの） 

合  計 10,327,280 9,187,230 1,140,050、112.41（％）  

 

（２）支 出 

項  目 本年度〔平成３０年４ 

～平成３０年９月〕Ａ 

本年度〔平成２９年４ 

～平成２９年９月〕Ｂ 

対比 

Ａ－Ｂ、Ａ/Ｂ 

対比が±20％を超える場合

は増減理由を記載 

人件費 6,217,872 5,749,177 468,695、108.15（％）  

施設管理費 2,342,983 1,657,486 685,497、141.36（％）  

 旅費交通費 180,560 0 180,560、  －（％）  

通信運搬費 90,943 91,847 △904、99.02（％）  

 手数料 9,450 8,100 1,350、116.67（％）  

 消耗品費 361,192 204,426 156,766、176.69（％） パーティションを購入したため 

 修繕料 231,336 62,640 168,696、369.31（％）  濾水調査や換気扇の修繕を行ったため 

 光熱水費 445,423 349,371 96,052、127.49（％） 水道が漏れており、水道代が上がった

ため 

 燃料費 6,881 7,503 △662、91.71（％）  

 賃借料 264,160 380,379 △116,219、69.45（％） 29 年度中の上半期は賃借の

コピー機を多く利用したた

め 

 租税公課 276,300 268,100 8,200、103.06（％）  

負担金 2,000 0 2,000、    －（％）  

委託料 474,738 285,120 189,618、166.50（％） 就将小学校から資料を移動

したため 



事業費 453,903 788,336 △334,433、57.58(％)  

旅費交通費 0 9,520 △9,520、   －（％）  

 通信運搬費 5,895 11,619 △5,724、 50.74（％） 29 年度上半期に多く発送したため 

 手数料 0 3,381 △3,381、  －（％）  

 消耗品費 275,312 80,587 194,725、341.63（％） 資料調査用にゼンリンの地図を購入 

 印刷製本費 166,406 44,430 121,976、374.54（％） 米子城絵図のスキャンを行ったため 

 食糧費 0 1,330 △1,330、  －（％）  

 保険料 0 5,560 △5,560、   －（％）  

 賃借料 5,790 102,600 △96,810、5.64（％） 29 年度は展示用のスポット賃借をし

ていないため 

 諸謝金 0 38,979 △38,979、  －（％）  

 委託費 0 450,330 △450,330、  －（％）  

 負担金 500 40,000 △39,500、1.25（％） とっとりの文化遺産魅力発掘プロジェ

クトの負担金支出が 30 年度はないた

め 

合  計 9,014,758 8,194,999 250,493、103.06（％）  

※３ 経営状況分析指標 

項  目 本年度〔平成３０年４ 

～平成３０年９月〕Ａ 

本年度〔平成２９年４ 

～平成２９年９月〕Ｂ 

対比 

Ａ－Ｂ、Ａ/Ｂ 

備  考 

① 事業収支 1,312,522 992,231 320,291、132.28（％）  

② 利用料金比率 0.009 0.009    0 、100.00（％）  

③ 人件費比率 0.67 0.70 △0.01、98.57（％）  

④ 外部委託費比率 0.053 0.089 △0.036、59.55（％）  

⑤ 利用者当たり管

理コスト 

1,649 1,168     481、141.18（％）  

⑥ 利用者当たり自

治体負担コスト 

1,847 1,275  572、144.86（％）  

①事業収支：（収入－支出） 

  事業全体が黒字で施設の管理運営ができているかどうか確認する。赤字の場合は、管理継続性の面での課題を解決

し、黒字化のための方策を検討する。 

②利用料金比率：（利用料金収入/収入） 

  収入に占める利用料金の割合。指定管理者の収入源がどこにあり、それが安定したものであるかを確認する。 

③人件費比率：（人件費/支出） 

  支出に占める人件費の割合。支出の中で人件費が減らされすぎていないか、又は費用がかかりすぎていないかを確

認する。 

④外部委託比率：（外部委託費合計/支出） 



  支出に占める外部委託費の割合。外部委託に過度にシフトしていないかを確認する。 

⑤利用者当たり管理コスト：（支出/延べ利用者数） 

  利用者１人当たりにかかる費用。前年度や事業計画との比較、類似施設との比較により施設の効率性を確認する。 

⑥利用者当たり自治体負担コスト：（指定管理料/延べ利用者数） 

  利用者１人当たりにかかる自治体の費用。前年度や事業計画との比較、類似施設との比較により施設の効率性を確

認する。 

 

※４ 団体等の経営状況（年度ごと下期に実施し、上期では行いません。） 

項  目 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 備  考 

①自己資本比率       

②流動比率       

③固定長期適合率       

④総資産経常利益率       

評  価 （以上の指標を参考に評価する。） 

※貸借対照表と損益計算書を基に計算する。太枠内に今年度の数値を記載し、左側に過去４年分を記載する。 

 

①自己資本比率 

  総資産（資産合計）に占める自己資本（純資産合計）の割合を示した指標。どれだけ借金に頼らず経営をしている

かを示す。比率が高いほど借金（負債合計）に頼る割合が低く、経営が安定していることを示す。一般的には、７０％

以上なら理想企業、４０％以上なら倒産しにくいとされている。 

    自己資本比率（％）＝自己資本÷総資産×１００  【例】800÷2,000×100＝40.0％ 

②流動比率 

  団体の短期的な支払能力を示す指標。１年以内に現金化できる試算を「流動資産」、１年以内に支払を要する負債を

「流動負債」といい、「すぐに準備できるお金」と「すぐに返さないといけないお金」のバランスを比較する。流動資

産（すぐに準備できるお金）の方が多いほど、支払能力が高いことを示す。１００％以上であれば問題ない。１００％

未満であれば資金繰りが苦しいとされる。 

流動比率（％）＝流動資産÷流動負債×１００   【例】1,100÷700×100＝157.1％ 

③固定長期適合率 

  固定資産をどの程度、自己資本（純資産合計）と固定負債で賄っているかを示す指標。土地や建物など、この先１

年以上換金できない、又は換金しない固定資産を返済義務のない自前の資金である自己資本（純資産合計）と長期で

調達したお金（固定負債）でどれだけ賄えるかを見る。１００％未満であれば問題ないが、１００％以上の場合は固

定資産の維持調達について流動負債にも依存していることを示すことから、資金繰りが苦しいと考えられるとされる。 

   固定長期適合率（％）＝固定資産÷（固定負債＋自己資本）×１００ 【例】900÷（500＋800）×100＝69.2％ 

④総資本経常利益率 

  団体の総合的な収益力を示す指標。団体の総資産（資産合計）に対して、どれだけの経常利益を稼ぎ出しているか

を示す。比率が高いほど資本を効率的に運用し、収益を上げている。 



   総資本経常利益率＝経常利益÷総資産×１００   【例】200÷2,000×100＝10.0％ 

 

 

■貸借対照表（例）                         ■損益計算書（例） 

【資産の部】 【負債の部】 

流動資産 

 現金及び預金  400 

 受取手形    500 

 有価証券    200 

流動資産合計  1,100 

流動負債 

 買掛金        400 

 短期借入金      300 

流動負債合計    700 

固定負債 

 社債            300 

退職給付引当金 200 

固定負債合計   500 

固定資産 

 建物及び構築物  200 

 土地            500 

 投資有価証券    200 

固定資産合計    900 

負債合計    1,200 

【純資産の部】 

 資本金     600 

 利益余剰金      200 

純資産合計        800 

資産合計        2,000 負債純資産合計  2,000 

 

 

 

 

 

 

 

５ 利用者からの苦情の内容とそれに対する市・指定管理者の対応や市から指定管理者への指導状況 

特になし。 

 

６ 利用者アンケートの結果 

多数の石仏が見られてよかった、これだけたくさの石仏・石塔があることは知らなかった。石仏の周りの写真もあれば

良かった。 

 

 

売上高   3,000 

売上原価     1,200 

売上総利益     1,800 

販売費及び一般管理費     1,200 

 

 

広告 

人件費 

      700 

      500 

営業利益       600 

営業外収益       200 

 受取利息 

その他 

      200 

        0 

営業外費用       600 

 支払利息 

社債利息 

      200 

        0 

経常利益       200 

特別利益       100 

 外国為替       100 

特別損失        50 

 固定資産売却損        50 

税引前当期純利益       250 

法人税・住民税等        50 

当期純利益       200 


